
2年前の悪夢の再来か―
―。鳥インフルエンザが猛威
をふるっている。
鳥インフルは例年11月頃

に鶏やアヒルなど家畜の鳥で
感染が報告され、翌年の3〜
5月頃に終息する。今シーズ
ンは2024年10月17日に過
去最速で国内1例目を確認。
年明けに急増し、1月24日時
点で43事例が発生。約811
万羽が殺処分の対象となって
いる（農林水産省調べ）。
1月としては過去に例のな

い大量発生で、農水省の江藤

拓大臣は、1月20日の「鳥イ
ンフルエンザ防疫対策緊急
全国会議」において「緊急事
態だ。これ以上の広がりを許
すわけにはいかない。現場
の皆様のより一層の努力が問
われている」と危機感を高め
た。
記憶に新しいのは2022 ～

2023年のシーズンだ。前代
未聞の水準で感染が拡大し、
シーズン計で84事例が発生、
過去最高の1771万羽が殺処
分された。
今シーズンはこれに匹敵す

るペースだ。1月単月では発
生件数は27事例、殺処分は
535万羽と2023年を上回る
スピードで増加中だ（1月24
日時点）。

今年も卵不足に警戒か

今後懸念されるのは鶏卵の
供給不足と価格高騰だ。
かつて「物価の優等生」と

いわれた鶏卵だが、2023年
は需給が逼迫し相場が高騰
した。東京市場におけるMサ
イズ1キロ当たりの卸売価格
は、同年4月に350円を記録。

鳥インフルの感染拡大で鶏卵の供給懸念が生じている。企業も値上げや卵メニュー休売など、厳しい対応を迫られそうだ（撮影：今井康一）
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2022年の4月の211円と比べ
て異例の高値だった（JA全農
たまご調べ）。
今年も1月24日の卸売価格

は285円と、1月6日の225円
から大幅に上昇。鳥インフル
の影響が価格にも表れ始めて
いる。1月21日、農水省は鶏
卵供給量に一部不足感が生
じ始めているとして、原料に卵
を使用するメーカーなどへ協
力依頼を発出。凍結した液
卵の在庫の活用などを要請し
た。
現在のペースで感染拡大
が続けば、一昨年のように
スーパーの棚から卵が消えた
り、大きく値段が上がったりす

るなど、消費者の生活へダイ
レクトに影響を及ぼす可能性
が高い。
メーカー側の影響も大き
い。食品大手のキユーピー
は、主力の家庭用・業務用マ
ヨネーズや業務用の卵加工
品など、多くの製品の原料に
鶏卵を用いている。そのた
め相場が業績を大きく左右す
る。
実際、2023年11月期の営

業利益は、家庭用マヨネーズ
やドレッシングなどを販売する
「市販用セグメント」で前期比
26%減の99億円、「業務用セ
グメント」で同40%減の41億
円となり、全社でも同22%減の

196億円と大打撃を受けた。
今2025年11月期、キユー

ピーは主な原料費の高騰に
よる影響を前期比で16億円
増と見込んでいる。だが「足
元では、想定していた鳥イン
フルの発生数を上回るペース」
（IR担当）という。
このまま鳥インフルが拡大
すれば、期初計画を超過する
コストアップが生じかねず、今
後、マヨネーズなど主力調味
料の追加値上げに踏み切る
可能性もある。

価格上昇で｢卵離れ｣
→価格下落の懸念も

鶏卵価格の変動が、生産
者側に与える影響も懸念され
る。
2023年は前半に価格が大

幅に上昇したが、後半は回復
に向かった。ところが、高い
価格を嫌った消費者の需要は
なかなか戻らず、卸売価格が
大きく下落。2024年1月には
180円まで低下した（東京市
場、Mサイズ1キロ当たり）。
配合飼料や光熱費などが

上昇している中、卸売価格が
下がりすぎれば、今度は生産
者側の経営環境も厳しくなる。
今後、鳥インフルの感染拡

大を抑え、鶏卵供給の危機を
乗り越えられるのか。先行き
不透明な状況に不安が募る
ばかりだ。

（注）価格は東京市場における各月の平均値。2025年1月の価格は1日～24日までの平均値
（出所）JA全農たまごの資料を基に東洋経済作成
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